
(57)【要約】

【課題】乗物連接の自由な遊びを検査するための経済的

な装置を提供することであり、それを経由して、欠陥の

ある連接を、広範な構成要素介入を必要とせずに、確実

に且つ簡単に認識することができる。

【解決手段】本発明は、乗物連接の自由な遊びを検査す

るための装置（１０、１０'）に関し、検査されるべき

構成要素に装置（１０、１０'）を接触するために接触

要素（４０）に、拡張要素（３０）を経由して接続され

る、振動を生成するための第１の装置（２０）と、構成

要素に生成された振動を記録するための第２の装置（５

０）と、を備える。本発明は、乗物連接の遊びを検査す

るためのプロセスにさらに関し、振動は第１の装置（２

０）によって生成され、これは、拡張要素（３０）を経

由して第１の装置（２０）に接続された接触要素（４０

）を経由して、測定されるべき構成要素へ伝達され、構

成要素に生成された振動は、第２の装置（５０）によっ

て記録される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 乗 物 の 連 接 の 遊 び を チ ェ ッ ク す る た め の 装 置 （ １ ０ 、 １ ０ '） で あ っ て 、 検 査 さ れ る べ
き 構 成 要 素 に 前 記 装 置 （ １ ０ 、 １ ０ '） を 接 触 す る た め の 接 触 要 素 （ ４ ０ ） に 、 拡 張 要 素
（ ３ ０ ） を 経 由 し て 接 続 さ れ る 、 振 動 を 生 成 す る た め の 第 １ の 装 置 （ ２ ０ ） と 、 前 記 構 成
要 素 に 生 成 さ れ た 前 記 振 動 を 記 録 す る た め の 第 ２ の 装 置 （ ５ ０ ） と 、 を 備 え る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 装 置 （ １ ０ 、 １ ０ '） は 、 手 持 ち 式 装 置 の 形 態 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 装 置 （ ２ ０ ） は 、 偏 心 モ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 モ ー タ は 、 電 気 で 、 空 気 圧 で 、 ま た は 、 水 圧 で 駆 動 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 モ ー タ の 周 波 数 お よ び ／ ま た は 振 幅 は 可 変 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ま た
は ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 モ ー タ の 前 記 周 波 数 は 、 １ ５ Ｈ ｚ か ら ４ ０ ０ Ｈ ｚ の 間 を 変 動 す る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 装 置 （ ２ ０ ） は 、 ハ ン ド グ リ ッ プ （ １ ５ ） に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 拡 張 要 素 （ ３ ０ ） は 、 ロ ッ ド （ ３ １ 、 ３ １ '） で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ロ ッ ド （ ３ １ 、 ３ １ '） は 、 真 っ 直 ぐ で あ る か 、 曲 が っ て い る か 、 傾 斜 し て い る か
、 ま た は 、 連 接 に よ っ て 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 取 付 要 素 （ ４ ０ ） は 、 接 触 形 状 （ ４ １ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ９
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 取 付 要 素 （ ４ ０ ） は 、 固 定 装 置 （ ４ ２ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １
０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 固 定 装 置 （ ４ ２ ） は 、 ク ラ ン プ ジ ョ ー 、 ね じ マ ウ ン ト （ ４ ３ 、 ４ ４ ） 、 万 力 型 ホ ル
ダ 、 磁 気 ホ ル ダ ま た は 接 触 ブ ラ ケ ッ ト ま た は カ ラ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ２ の 装 置 （ ５ ０ ） は 、 前 記 拡 張 要 素 （ ３ ０ ） ま た は 前 記 接 触 要 素 （ ４ ０ ） 内 に ま
た は そ の 上 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 ２ の 装 置 （ ５ ０ ） は 、 加 速 度 計 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ３ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 加 速 度 計 は 、 一 軸 加 速 度 計 ま た は 二 軸 加 速 度 計 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
４ に 記 載 の 装 置 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 加 速 度 計 は 、 可 変 反 応 時 間 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ ま た は １ ５ に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 ２ の 装 置 （ ５ ０ ） は 、 振 幅 デ ィ ス プ レ イ に 、 好 ま し く は オ シ ロ ス コ ー プ に 接 続 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ２ の 装 置 （ ５ ０ ） は 、 ラ ジ オ リ ン ク ま た は ケ ー ブ ル を 経 由 し て 前 記 振 幅 デ ィ ス プ
レ イ に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 振 幅 デ ィ ス プ レ イ は 、 光 学 的 且 つ ／ ま た は 音 響 的 な 、 デ ジ タ ル 且 つ ／ ま た は ア ナ ロ
グ の 出 力 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ ま た は １ ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 装 置 （ １ ０ 、 １ ０ '） の 質 量 は 可 変 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ９ の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 乗 物 連 接 の 遊 び を 検 査 す る た め の プ ロ セ ス で あ っ て 、 振 動 は 第 １ の 装 置 （ ２ ０ ） に よ っ
て 生 成 さ れ 、 こ れ は 、 拡 張 要 素 （ ３ ０ ） を 経 由 し て 前 記 第 １ の 装 置 （ ２ ０ ） に 接 続 さ れ た
接 触 要 素 （ ４ ０ ） を 経 由 し て 、 測 定 さ れ る べ き 構 成 要 素 へ 伝 達 さ れ 、 前 記 構 成 要 素 に 生 成
さ れ た 前 記 振 動 は 第 ２ の 装 置 （ ５ ０ ） に よ っ て 記 録 さ れ る 、 プ ロ セ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 乗 物 連 接 の 自 由 な 遊 び を チ ェ ッ ク す る た め の 装 置 お よ び プ ロ セ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 モ ー タ ビ ー ク ル 伝 動 機 構 の ア セ ン ブ リ の 欠 陥 が あ る か ま た は 不 正 確 に
装 着 さ れ た 構 成 要 素 を 決 定 す る た め の プ ロ セ ス お よ び 装 置 が 開 示 さ れ て お り 、 そ れ は 、 ア
イ ド ル で 一 定 の 回 転 ス ピ ー ド で 関 連 モ ー タ を 備 え た ア セ ン ブ リ を 駆 動 す る こ と に 関 与 し 、
ア セ ン ブ リ の 一 部 に 着 脱 自 在 に 固 定 さ れ た セ ン サ を 使 用 し て 回 転 部 分 に よ っ て 発 せ ら れ る
走 行 ノ イ ズ を 測 定 す る 。 本 明 細 書 に お い て 、 セ ン サ は 、 ア セ ン ブ リ の ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら
れ る が 、 そ れ は 、 欠 陥 が あ る か ま た は 不 適 切 に 組 み 立 て ら れ た 構 成 要 素 が 走 行 ノ イ ズ を 生
じ 、 そ れ が ハ ウ ジ ン グ に 伝 達 さ れ る と 推 測 さ れ る か ら で あ る 。 し か し 、 こ の プ ロ セ ス は 、
比 較 的 不 明 確 で あ る が 、 そ れ は 、 ア セ ン ブ リ 全 体 が 振 動 さ せ ら れ 、 欠 陥 が あ る か ま た は 不
正 確 に 組 み 立 て ら れ た 構 成 要 素 を 正 確 に 突 き と め る こ と が 困 難 で あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 モ ー タ ビ ー ク ル の ホ イ ー ル サ ス ペ ン シ ョ ン 連 接 シ ス テ ム の 連 接 を 検 査
す る た め の プ ロ セ ス お よ び 装 置 が 開 示 さ れ て お り 、 振 動 モ ー タ は 、 ホ イ ー ル サ ス ペ ン シ ョ
ン 連 接 シ ス テ ム の 少 な く と も １ つ の 部 品 に 取 り 付 け ら れ 、 そ れ に よ っ て 、 高 周 波 数 の 振 動
が ホ イ ー ル サ ス ペ ン シ ョ ン 連 接 シ ス テ ム に 与 え ら れ 、 連 接 は 次 い で 、 変 動 す る モ ー ド お よ
び や り 方 で チ ェ ッ ク す る こ と が で き る 。 こ の プ ロ セ ス の 不 利 点 、 場 合 に よ っ て は こ の 装 置
の 不 利 点 は 、 ホ イ ー ル サ ス ペ ン シ ョ ン 連 接 シ ス テ ム 全 体 を 振 動 さ せ な け れ ば な ら な い こ と
で あ り 、 そ の た め 、 対 応 す る 高 出 力 モ ー タ が 必 要 で あ る 。 さ ら に 、 こ の プ ロ セ ス で さ え 、
欠 陥 の あ る 連 接 を 正 確 に 突 き と め る こ と は 容 易 で は な い 。 欠 陥 は 、 例 え ば 、 こ の 連 接 が か
な り の 音 響 的 ノ イ ズ を 発 す る 場 合 に は 音 響 的 に 認 識 す る こ と が で き 、 ま た は 、 検 査 者 が 対
応 す る 連 接 を 手 で チ ェ ッ ク す る と き に は 、 欠 陥 の あ る 連 接 は 、 顕 著 な 揺 れ ま た は ガ タ ガ い
う 音 に よ っ て 認 識 す る こ と が で き る 。 し か し 、 こ の タ イ プ の 検 査 は 、 高 い エ ラ ー 率 に 関 連
す る 。 振 動 モ ー タ を ホ イ ー ル サ ス ペ ン シ ョ ン 連 接 シ ス テ ム に 取 り 付 け る こ と が で き る た め
に 、 対 応 す る ホ イ ー ル を 乗 物 か ら 取 り 外 す 必 要 が あ る 。 し か し 、 単 に 連 接 を 検 査 す る た め
に ホ イ ー ル を 除 去 す る こ と は 、 労 力 と 手 間 が か か る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 独 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ３ ５ １ ０ ２ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 独 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ９ ３ ７ １ ２ ４ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 乗 物 連 接 の 自 由 な 遊 び を 検 査 す る た め の 経 済 的 な 装 置 を
提 供 す る こ と で あ り 、 そ れ を 経 由 し て 、 欠 陥 の あ る 連 接 を 、 広 範 な 構 成 要 素 介 入 を 必 要 と
せ ず に 、 確 実 に 且 つ 簡 単 に 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 実 施 す る こ と が 簡 単 で あ る 乗 物 連 接 の 遊 び を 検 査 す る た め の 対 応 す
る プ ロ セ ス を 提 供 す る と い う 課 題 に 関 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 乗 物 連 接 の 遊 び を チ ェ ッ ク す る た め の 本 発 明 の 装 置 は 、 検 査 さ れ る べ き 構 成 要 素 へ 装 置
を 取 り 付 け る た め に 取 付 要 素 に 、 拡 張 要 素 を 経 由 し て 接 続 さ れ る 、 振 動 を 生 成 す る た め の
第 １ の 装 置 と 、 構 成 要 素 に よ っ て 生 成 さ れ た 振 動 を 記 録 す る た め の 第 ２ の 装 置 と 、 を 含 む
。 本 発 明 の 装 置 は 、 こ の よ う に し て 、 取 付 要 素 を 経 由 し て 乗 物 の い ず れ の 可 能 な 場 所 へ 取
り 付 け る こ と が で き 、 例 え ば 、 ホ イ ー ル マ ウ ン ト 連 接 ま た は 他 の ト ル ク 移 送 シ ス テ ム で あ
る 。 主 に こ の 構 成 要 素 に 振 動 を 発 生 さ せ る た め に 、 ２ つ の 連 接 の 間 の 場 所 ま た は 連 接 の 近
隣 の 場 所 を 特 別 に 選 択 す る こ と が で き る 。 構 成 要 素 に 生 成 さ れ た 振 動 は 、 第 ２ の 装 置 に よ
っ て 直 接 測 定 さ れ る が 、 そ れ は 、 対 応 評 価 に 続 い て 、 装 置 が 構 成 要 素 に 加 え ら れ る か ま た
は 直 接 接 続 さ れ る か ら で あ る 。 構 成 要 素 の 撓 み は 、 対 応 す る 構 成 要 素 の 自 由 な 遊 び に 比 例
し 、 自 由 な 遊 び は 、 例 え ば 、 ス イ ベ ル ヘ ッ ド の 軸 受 の 摩 擦 摩 耗 の た め に 、 ま た は 、 特 に 、
欠 陥 が あ る か ま た は 不 正 確 に 組 み 立 て ら れ た 構 成 要 素 の 場 合 に 、 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。
欠 陥 が な い か ま た は 不 正 確 に 設 置 さ れ て い な い 構 成 要 素 は 、 す な わ ち 、 ほ と ん ど ま た は 全
く 遊 び の な い 構 成 要 素 は 、 振 動 を も た ら す こ と が ほ と ん ど な い 。 構 成 要 素 に 生 成 さ れ た 振
動 の 振 幅 を 比 較 す る こ と に よ っ て 、 こ れ が 欠 陥 が あ る か ま た は 不 正 確 に 組 み 立 て ら れ た 構
成 要 素 で あ る か 否 か を 、 す な わ ち 、 大 き な 自 由 な 遊 び を 備 え た 構 成 要 素 で あ る か 否 か を 決
定 す る こ と が で き る 。 振 動 を 生 成 す る た め の 第 １ の 装 置 と 取 付 要 素 と の 間 に 拡 張 要 素 を 設
け る こ と に よ っ て 、 特 に 、 構 成 要 素 の 大 き な ア セ ン ブ リ に 振 動 を も た ら す 必 要 が な く 、 乗
物 内 の ア ク セ ス が 困 難 な 構 成 要 素 さ え 確 実 に 且 つ 具 体 的 に 検 査 す る こ と が 可 能 で あ る 。 結
果 と し て 、 特 定 の 目 標 と さ れ た 構 成 要 素 の み に 振 動 を も た ら せ ば よ い だ け で あ る た め 、 あ
ま り 強 力 で は な い モ ー タ を 使 用 す る こ と も ま た 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 特 に 有 利 な 実 施 形 態 に お い て 、 装 置 は 、 手 持 ち 式 の ツ ー ル で あ る 。 装 置 は 、 特
に 簡 単 に 操 作 す る こ と が で き 、 乗 物 の ア ク セ ス が 困 難 な 区 域 内 に 手 で 位 置 決 め す る こ と も
で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 装 置 は 、 特 に 簡 単 な や り 方 で 振 動 を 生 成 す る た め に 、 偏 心 モ ー タ で あ る こ と が 好
ま し い 。 モ ー タ は 、 電 気 で 、 空 気 圧 で 、 ま た は 、 水 圧 で 駆 動 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 モ ー
タ ビ ー ク ル 修 理 施 設 で は 圧 縮 エ ア ホ ー ス が 一 般 に 利 用 可 能 で あ る た め 、 第 １ の 装 置 の モ ー
タ を 駆 動 す る た め に 圧 縮 空 気 が 特 に 適 切 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 有 利 な さ ら な る 展 開 に お い て 、 寸 法 が 変 動 す る 構 成 要 素 の 検 査 に 装 置 を 使 用 す
る た め に 、 モ ー タ の 周 波 数 お よ び ／ ま た は 振 幅 は 可 変 で あ る 。 モ ー タ の 周 波 数 は 、 お よ そ
１ ５ Ｈ ｚ か ら お よ そ ４ ０ ０ Ｈ ｚ の 間 を 変 動 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ の 装 置 は 装 置 の ハ ン ド グ リ ッ プ 内 に 設 け ら れ 、
そ れ に よ っ て 、 装 置 は 、 手 で 操 作 す る こ と が 容 易 で あ り 、 別 個 の モ ー タ は 必 要 で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 拡 張 要 素 は 、 ロ ッ ド で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 第 １ の 装 置 は 、 ロ ッ ド の 第 １ の
自 由 端 に 設 け ら れ 、 取 付 要 素 は ロ ッ ド の 第 ２ の 端 に 設 け ら れ 、 そ れ に よ っ て 、 ハ ン ド グ リ
ッ プ の 形 態 で あ る ロ ッ ド の 一 方 の 端 を 手 で 保 持 す る こ と が 可 能 に な り 、 一 方 、 ロ ッ ド の 他
方 の 端 の 取 付 要 素 は 、 適 切 な 構 成 要 素 に 取 り 付 け ら れ る こ と が で き 、 こ れ は 、 特 に 、 モ ー
タ ビ ー ク ル 内 の 特 に ア ク セ ス が 困 難 な 場 所 で あ っ て も よ い 。 本 明 細 書 に お い て 、 ロ ッ ド は
特 に 経 済 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ロ ッ ド は 、 好 ま し く は 、 真 っ 直 ぐ で あ る か 、 曲 が っ て い る か 、 傾 斜 し て い る か 、 ま た は
、 連 接 を 経 由 し て 分 割 さ れ る 。 そ れ に よ っ て 、 装 置 は 、 モ ー タ ビ ー ク ル 内 の 様 々 な 幾 何 学
的 形 状 に 形 状 づ け ら れ た ア セ ン ブ リ に お い て も ロ ッ ド の 一 方 の 端 に 取 付 要 素 を 置 く こ と が
可 能 に な る 。 本 発 明 の １ つ の 有 利 な 実 施 形 態 に お い て 、 取 付 要 素 は 、 取 付 輪 郭 を 呈 し 、 そ
れ に よ っ て 、 取 付 要 素 を 構 成 要 素 に 対 し て 置 く こ と が で き る 。 特 に 、 同 一 の 構 成 要 素 が 頻
繁 に 検 査 さ れ る 場 合 に は 、 取 付 輪 郭 は 構 成 要 素 の 寸 法 に 対 応 す る こ と が で き 、 そ の た め 、
ぴ っ た り し た 取 付 表 面 が 生 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て 取 付 要 素 は 対 応 す る 構 成 要 素 上 に 確 実 に
保 持 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 取 付 要 素 は 、 好 ま し く は 、 ク ラ ン プ ま た は 締 結 要 素 を 含 む が 、 そ れ は 、 装 置 の 操 作 の 際
に 、 第 １ の 装 置 に よ っ て 生 成 さ れ た 振 動 が 構 成 要 素 に 伝 達 さ れ 、 取 付 要 素 が 構 成 要 素 か ら
滑 り 落 ち る 危 険 が あ る か ら で あ る 。 こ れ は 、 ク ラ ン プ ま た は 締 結 要 素 に よ っ て 確 実 に 防 止
さ れ る 。 締 結 要 素 は 、 例 え ば 、 ク ラ ン プ ト ン グ 、 ね じ マ ウ ン ト 、 磁 気 ホ ル ダ 、 万 力 型 ホ ル
ダ ま た は ブ ラ ケ ッ ト ま た は カ ラ ー で あ っ て も よ い 。 本 明 細 書 に お い て 重 要 な こ と は 、 固 定
要 素 を 簡 単 に 且 つ 即 座 に 取 り 付 け る こ と が で き 、 そ の 後 、 再 度 取 り 外 す こ と が で き る こ と
で あ る 。 通 例 、 固 定 要 素 は 手 で 操 作 さ れ る 。 し か し 、 固 定 要 素 が 、 電 気 で 、 空 気 圧 で 、 ま
た は 、 水 圧 で 駆 動 さ れ る こ と も ま た 企 図 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 特 に 好 適 な 実 施 形 態 に お い て 、 第 ２ の 装 置 は 、 拡 張 要 素 ま た は 取 付 要 素 内 に ま
た は そ の 上 に 設 け ら れ る 。 好 ま し く は 、 第 ２ の 装 置 は 、 構 成 要 素 に 生 成 さ れ た 振 動 を で き
る だ け 確 実 に 記 録 す る た め に 、 構 成 要 素 に 接 触 す る 装 置 の 部 分 に で き る だ け 近 く 設 け ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 構 成 要 素 の 振 動 を 検 出 す る た め に 、 第 ２ の 装 置 は 、 少 な く と も １ 本 の 軸 に 沿 っ て で あ る
が 、 好 ま し く は ２ 本 の 軸 に 沿 っ て 、 振 動 を 検 出 す る こ と が で き る た め に 、 好 ま し く は 加 速
度 計 、 特 に 好 ま し く は 二 軸 加 速 度 計 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 加 速 度 計 は 、 可 変 反 応 時 間 を 有 し 、 そ れ に よ っ て 応 答 性 は 変 動 す る こ と が
で き 、 第 ２ の 装 置 の 応 答 反 応 は 、 第 １ の 装 置 の 周 波 数 と 対 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ の 装 置 に よ っ て 検 出 さ れ る 構 成 要 素 に 生 成 さ れ た 振 動 を 表 示 す る た め に 、 第 ２ の 装
置 は 、 振 幅 デ ィ ス プ レ イ に 、 好 ま し く は オ シ ロ ス コ ー プ に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の 装 置 に よ っ
て 検 出 さ れ た デ ー タ を 乗 物 の 内 部 か ら 振 幅 デ ィ ス プ レ イ へ 特 に 簡 単 な や り 方 で 伝 達 す る た
め に 、 ラ ジ オ リ ン ク ま た は ケ ー ブ ル を 経 由 し て 振 幅 デ ィ ス プ レ イ に 接 続 さ れ た 第 ２ の 装 置
を 有 す る こ と が 、 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 ま し く は 、 振 幅 デ ィ ス プ レ イ は 、 光 学 的 且 つ ／ ま た は 音 響 的 な 、 デ ジ タ ル 且 つ ／ ま た
は ア ナ ロ グ の 出 力 装 置 を 含 み 、 そ れ に 、 構 成 要 素 に 生 成 さ れ た 振 動 の 振 幅 を 、 直 接 表 示 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 測 定 さ れ た 構 成 要 素 の サ イ ズ に 依 存 し て 、 装 置 の 質 量 を 変 え る こ と が 必 要 で あ り 得 、 そ
れ は 、 例 え ば 、 追 加 重 量 を 装 置 へ 取 り 付 け る こ と に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 乗 物 連 接 の 自 由 な 遊 び を 検 査 す る た め の 本 発 明 の プ ロ セ ス は 、 ま ず 、 第 １ の 装 置 に 振 動
を 生 成 す る ス テ ッ プ を 備 え 、 こ の 振 動 は 、 拡 張 要 素 を 経 由 し て 第 １ の 装 置 に 接 続 さ れ た 取
付 要 素 に よ っ て 、 測 定 さ れ る べ き 構 成 要 素 へ 伝 達 さ れ 、 そ の 後 、 第 ２ の 装 置 に よ っ て 、 構
成 要 素 に 生 成 さ れ た 振 動 が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 、 下 記 の 図 面 に 基 づ い て 、 よ り 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 乗 物 連 接 の 自 由 な 遊 び を 検 査 す る た め の 装 置 １ ０ の 第 １ の 例 示 的 な 実 施 形 態 を
示 す 。 装 置 １ ０ は 、 測 定 さ れ る べ き 構 成 要 素 に 装 置 １ ０ を 取 り 付 け る た め の 取 付 要 素 ４ ０
に 、 拡 張 要 素 ３ ０ を 経 由 し て 接 続 さ れ る 、 振 動 を 生 成 す る た め の 第 １ の 装 置 ２ ０ と 、 構 成
要 素 に 生 成 さ れ た 振 動 を 記 録 す る た め の 第 ２ の 装 置 ５ ０ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の 装 置 ２ ０ は 、 手 持 ち 式 の 装 置 と し て 形 状 づ け ら れ た 装 置 １ ０ の ハ ン ド グ リ ッ プ １
５ に 位 置 す る 。 第 １ の 装 置 ２ ０ は 、 本 明 細 書 に お い て は 、 点 線 で の み 示 さ れ て い る 。 第 １
の 装 置 ２ ０ は 、 こ の 場 合 、 例 え ば 、 偏 心 モ ー タ 特 に 往 復 ピ ス ト ン エ ン ジ ン で あ っ て も よ く
、 電 気 で 、 空 気 圧 で 、 ま た は 、 水 圧 で 駆 動 さ れ る こ と が で き る 。 空 気 圧 駆 動 で は 、 圧 縮 空
気 が 、 ハ ン ド グ リ ッ プ １ ５ に 位 置 す る 圧 縮 空 気 コ ネ ク タ を 経 由 し て 供 給 さ れ る 。 本 明 細 書
に お い て 、 第 １ の 装 置 ２ ０ の モ ー タ の 周 波 数 お よ び ／ ま た は 振 幅 は 、 好 ま し く は 、 例 え ば
図 示 さ れ て い な い 調 速 機 を 経 由 し て 可 変 で あ り 、 こ れ は 、 操 作 の 簡 略 化 の た め 、 同 様 に ハ
ン ド グ リ ッ プ １ ５ に 位 置 す る 。 モ ー タ の 周 波 数 は 、 例 え ば 駆 動 圧 力 を 規 制 す る こ と に よ っ
て 、 お よ そ １ ５ Ｈ ｚ か ら お よ そ １ ０ ０ Ｈ ｚ の 間 で 制 御 可 能 で あ る 。 モ ー タ の 振 幅 を 経 由 し
て 、 装 置 １ ０ の イ ン パ ル ス の 強 さ は 、 測 定 さ れ る べ き 構 成 要 素 へ 伝 達 さ れ 、 測 定 さ れ る べ
き 構 成 要 素 へ 最 適 に 振 動 を 整 合 す る た め に 、 変 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 拡 張 要 素 ３ ０ は 、 第 １ の 端 ３ １ ａ お よ び 第 ２ の 端 ３ １ ｂ を 備 え た ロ ッ ド ３ １ で あ る 。 第
１ の 装 置 ２ ０ が 位 置 す る ハ ン ド グ リ ッ プ １ ５ が 、 ロ ッ ド の 第 １ の 端 ３ １ ａ に 設 け ら れ る 。
図 １ に 示 さ れ た 実 施 形 態 に お い て 、 ロ ッ ド ３ １ は 、 真 っ 直 ぐ な 円 筒 形 の 中 実 ロ ッ ド で あ り
、 こ れ は 、 例 え ば 鋼 か ら 作 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 拡 張 要 素 ３ ０ の ロ ッ ド ３ １ の 第 ２ の 端 ３ １ ｂ に 、 取 付 要 素 ４ ０ が 設 け ら れ 、 こ れ は 好 ま
し く は 、 測 定 さ れ る べ き 構 成 要 素 に 接 触 要 素 を 噛 み 合 わ せ る よ う に 適 合 さ れ た 接 触 形 状 ４
１ を 含 む 。 接 触 形 状 ４ １ を 経 由 し て 、 ぴ っ た り 合 っ た 接 続 が 、 接 触 要 素 ４ ０ と 測 定 さ れ る
べ き 構 成 要 素 と の 間 に 既 に 形 成 す る こ と が で き る 。 し か し 、 強 い 振 動 が 構 成 要 素 へ 伝 達 さ
れ る べ き で あ る た め 、 且 つ 、 接 触 要 素 ４ ０ が 構 成 要 素 か ら 滑 り 落 ち る 可 能 性 が あ る 危 険 が
あ る た め 、 接 触 要 素 ４ ０ は 、 固 定 要 素 ４ ２ を 含 み 、 こ れ は 例 示 さ れ た ケ ー ス で は 、 ね じ ４
３ お よ び ク ラ ン プ 要 素 ４ ４ を 備 え た ね じ マ ウ ン ト で あ る 。 ね じ ４ ３ を 回 す と 、 ク ラ ン プ 要
素 ４ ４ は 、 接 触 形 状 ４ １ の 方 向 に 変 位 さ れ 、 測 定 さ れ る べ き 構 成 要 素 を ク ラ ン プ 要 素 ４ ４
と 接 触 形 状 ４ １ と の 間 に ク ラ ン プ す る 。 あ る い は 、 ク ラ ン プ ジ ョ ー 、 永 久 磁 石 ま た は 電 気
磁 石 を 使 用 す る こ と が で き る 磁 気 マ ウ ン ト 、 万 力 マ ウ ン ト ま た は ブ ラ ケ ッ ト ま た は カ ラ ー
を 、 固 定 装 置 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ２ の 装 置 ５ ０ は 、 構 成 要 素 に 生 成 さ れ た 振 動 を 記 録 し 、 接 触 要 素 ４ ０ 内 に 位 置 す る が
、 代 替 的 に 、 接 触 要 素 上 に 、 ま た は 、 拡 張 ３ ０ の ロ ッ ド ３ １ の 第 ２ の 端 ４ １ ｂ の 近 隣 に 設
け る こ と が で き る 。 第 ２ の 装 置 ５ ０ は 、 図 面 で は 、 点 線 と し て の み 示 さ れ る 。 第 １ の 装 置
２ ０ に 対 向 す る ロ ッ ド ３ １ の 端 ３ １ ｂ に 第 ２ の 装 置 ５ ０ を 配 置 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 装
置 ５ ０ を 振 動 さ せ ら れ た 構 成 要 素 に で き る だ け 近 く に 位 置 で き 、 そ の た め 、 構 成 要 素 に 生
成 さ れ た 振 動 が 第 ２ の 装 置 ５ ０ に よ っ て 確 実 に 検 出 さ れ る 。 こ の た め に 、 第 ２ の 装 置 ５ ０
は 、 互 い に 垂 直 で あ る 軸 に お け る 振 動 を 記 録 す る 加 速 度 計 、 特 に 、 二 軸 加 速 度 計 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 第 １ の 装 置 ２ ０ の 周 波 数 の 変 形 例 の ケ ー ス で は 、 加 速 度 計 と 第 １ の 装 置 ２ ０ の 周 波 数 へ
の 感 度 と を 整 合 す る こ と も ま た 必 要 で あ り 、 そ の た め に 、 第 ２ の 装 置 ５ ０ の 加 速 度 計 は 、
可 変 反 応 時 間 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ２ の 装 置 ５ ０ は 、 図 示 さ れ て い な い 振 幅 デ ィ ス プ レ イ 、 例 え ば オ シ ロ ス コ ー プ ま た は
コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ 、 接 続 は 、 装 置 １ ０ を 走 る ケ ー ブ ル か ま た は ラ ジ オ イ ン タ フ ェ ー
ス か ま た は ポ ー ト か の い ず れ か に よ っ て 実 現 さ れ る 。 第 ２ の 装 置 ５ ０ は 、 構 成 要 素 で 記 録
さ れ た 振 動 を 直 接 振 幅 デ ィ ス プ レ イ へ 伝 達 し 、 そ こ で 、 こ れ は 、 光 学 的 に 且 つ ／ ま た は 音
響 的 に 、 デ ジ タ ル で 且 つ ／ ま た は ア ナ ロ グ で 表 示 さ れ 、 ま た 、 直 接 評 価 す る こ と も で き る
。 光 学 的 ま た は グ ラ フ ィ ッ ク の 出 力 は 、 オ シ ロ ス コ ー プ 上 に 表 示 さ れ た ア ナ ロ グ 信 号 で あ
っ て も よ く ま た は 最 大 振 幅 用 の デ ジ タ ル 値 で あ っ て も よ く 、 ま た は 、 記 録 さ れ た 振 動 が 直
接 評 価 さ れ る と き に は 、 「 欠 陥 で は な い 」 場 合 に は 緑 ま た は 「 欠 陥 で あ る 」 場 合 に は 赤 の
デ ィ ス プ レ イ の 形 態 で あ っ て も よ い 。 振 幅 の 大 き さ は 、 例 え ば オ シ ロ ス コ ー プ 上 に 表 示 さ
れ 、 第 １ の 装 置 ２ ０ の モ ー タ の 周 波 数 、 お よ び 、 第 １ の 装 置 ２ ０ と 第 ２ の 装 置 ５ ０ と の 間
の ロ ッ ド ３ １ の 質 量 の 合 計 に 依 存 す る 。 第 １ の 装 置 ２ ０ の 周 波 数 か ま た は ロ ッ ド ３ ０ の 質
量 の い ず れ か が 最 大 の 振 幅 に 導 く か は 、 検 査 に よ っ て 経 験 的 に 決 定 す る こ と が で き る 。 こ
の た め に 、 装 置 の 質 量 、 特 に ロ ッ ド ３ １ の 質 量 が 可 変 で あ る と き に は 、 有 利 で あ る 。 こ の
た め に 、 例 え ば 、 装 置 １ ０ の 重 量 を 変 え る た め に 、 ハ ン ド グ リ ッ プ １ ５ に 追 加 重 量 ２ １ を
加 え る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 構 成 要 素 へ 伝 達 さ れ る 振 動 の 周 波 数 ま た は 振 幅 に 影 響
を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ に お い て 、 乗 物 連 接 の 自 由 な 遊 び を チ ェ ッ ク す る た め の 装 置 １ ０ 'の 第 ２ の 実 施 形
態 が 示 さ れ る 。 装 置 １ ０ 'の 同 一 部 品 は 、 装 置 １ ０ の 対 応 す る 部 品 と 同 一 の 参 照 符 号 が 付
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 装 置 １ ０ 'は 、 図 １ に 示 さ れ た 装 置 １ ０ と は 、 拡 張 要 素 ３ ０ の 設 計 が 異 な る だ け で あ る
。 こ れ は 、 ロ ッ ド ３ １ の 形 態 で あ り 、 ロ ッ ド ３ １ 'の 第 ２ の 端 ３ １ ｂ は 、 長 手 方 向 軸 に 対
し て 角 度 α で 曲 げ ら れ て い る 。 そ れ に よ っ て 、 取 付 要 素 を 、 構 成 要 素 ア セ ン ブ リ 内 の ア ク
セ ス が 困 難 な 構 成 要 素 に 接 触 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 装 置 １ ０ 'は 、 構 成 要 素 群 全 体 に 振 動 を も た ら す 必 要 が な く 、 拡 張 要 素 ３ ０ に 設 け ら れ
た 取 付 要 素 ４ ０ を 経 由 し て 、 検 査 さ れ る べ き 構 成 要 素 群 の 構 成 要 素 へ 直 接 、 第 １ の 装 置 に
生 成 さ れ た 振 動 を 伝 達 す る の を 可 能 に す る 。 一 方 で は 、 構 成 要 素 ア セ ン ブ リ 内 の ア ク セ ス
が 困 難 な 構 成 要 素 の 部 品 で さ え 直 接 測 定 す る こ と を 可 能 に し 、 そ の 結 果 と し て 、 第 １ の 装
置 ２ ０ の モ ー タ を よ り 小 さ く す る こ と が で き る 。 な ぜ な ら 、 振 動 を も た ら さ な け れ ば な ら
な い の は 、 も は や 構 成 要 素 ア セ ン ブ リ 全 体 で は な く 、 個 別 の 構 成 要 素 の み で あ る か ら で あ
る 。 こ れ に 加 え て 、 欠 陥 の 場 所 を 目 標 と し て 検 出 す る こ と が で き る 。 第 １ の 装 置 ２ ０ の 周
波 数 を 適 切 に 選 択 す る こ と に よ っ て 、 測 定 さ れ た 構 成 要 素 に 振 動 が も た ら さ れ 、 そ れ に よ
っ て 撓 み が 生 成 さ れ 、 こ れ は 、 対 応 す る 構 成 要 素 の 、 ま た は 場 合 に よ っ て は 、 構 成 要 素 を
保 持 す る 対 応 す る 連 接 の 、 自 由 な 遊 び の 値 を 表 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 乗 物 連 接 の 自 由 な 遊 び を 検 査 す る た め の 装 置 の 第 １ の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 乗 物 連 接 の 自 由 な 遊 び を 検 査 す る た め の 装 置 の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ０ 　 　  装 置
　 １ ０ '　 　 装 置
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　 １ ２ 　 　  追 加 重 量
　 １ ５ 　  　 ハ ン ド グ リ ッ プ
　 ２ ０ 　 　  第 １ の 装 置
　 ２ １ 　  　 エ ア ホ ー ス 接 続
　 ３ ０ 　 　  拡 張 要 素
　 ３ １ 　  　 ロ ッ ド
　 ３ １ '　 　 ロ ッ ド
　 ３ １ ａ 　  第 １ の 端
　 ３ １ ｂ 　  第 ２ の 端
　 ４ ０ 　  　 接 触 要 素
　 ４ １ 　 　  接 触 形 状
　 ４ ２ 　  　 固 定 装 置
　 ４ ３ 　 　  ね じ
　 ４ ４ 　  　 ク ラ ン プ 要 素
　 ５ ０ 　 　  第 ２ の 装 置
　 α 　  　 　 角 度

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(8) JP 2007-279041 A 2007.10.25



フロントページの続き

(72)発明者  ベルナー　ロック
            ドイツ連邦共和国　フィリンゲン－シュヴェニンゲン　Ｄ－７８０５６　ドイテンベルグリング　
            ６３
Ｆターム(参考) 2G024 AD18  AD28  BA25  CA13  DA12  EA06 
　　　　 　　  2G064 AA14  AB01  AB02  BA15  BA21  BB42  BB64 

(9) JP 2007-279041 A 2007.10.25



【 外 国 語 明 細 書 】

(10) JP 2007-279041 A 2007.10.25

2007279041000001.pdf


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow
	foreign-language-body

